
女性のための新しい働き方推進事業【逗子市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 2,937 千円

交付金額 2,202 千円

事業番号 126

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

就業または創業等をした人数
10人
（アウトカム）

７人 70％

事業
KPI

プログラム参加者数
30人
（アウトプット）

29人 97％

逗子市は就業者の約70％が市外へ通勤するベッドタウンであり、地域経済循環
率は63.8％と、他地域から流入する所得に対する依存度が高く、所得の流出が
課題である。
労働力率では男性は90％以上と高い一方、女性は「35歳～39歳」で74.0％
まで落ち込む「M字カーブ」が深刻である。その一因は、子育て中の女性にとっての
市外通勤の難しさにある。このような地域特性から、商工業等の更なる活性化や
企業誘致により地域経済に循環を生み出すこと、また、女性が自分らしく働く環
境を創出し、潜在的労働力を活かした地域経済の自立度向上を図る必要があ
る。

逗子市在住の25歳～54歳の就業希望女性を対象に、全６回のハイブリッド形
式（会場＋オンライン）セミナーを実施した。
第１回と第６回は対面で開催し、ロールモデルによる講演やワークショップを通じ
て交流とネットワーク構築を促進。第２～第５回はオンラインでテレワーク業務の
実践的なプログラムを実施した。併せて、全回アーカイブ配信を行い、参加しやす
い環境を整えた。
また、逗子市商工会と連携し、創業を目指す参加者に対しては、創業スクールや
創業相談窓口の案内を行った。

子育て期以降の女性の労働力率減少を改善することを目指して実施した結果、
セミナー終了２か月後に実施した就業状況調査では、就業または創業をした人
数は７名であったものの、セミナー参加による就労意欲効果については、67％が
意欲が向上したと回答していた。
また、現在未就労の参加者のうち50％は3年以内に就労することを希望している
ことから、当事業は子育て期以降の女性の労働力向上に一定の効果があったと
考えられる。

多様な働き方の支援と交流を通じ、就業・起業する女性を増やし、地域経済の
活性化と女性活躍社会を実現すること。
また、生活環境の変化に左右されず、女性が自分らしく輝き続けられる魅力的な
まちを目指す。

逗子市商工会

【テレワーク就業による具体的な収入モデルの提示】
参加者から、就業後の収入イメージを持ちにくいという意見があり、テレワーク就業
をした場合の具体的な収入モデルを提示できていない点が課題である。

【追跡調査回答率の改善】
セミナー終了後、参加者の就業フォローアップを実施し、就業状況について追跡
調査を行ったが、未回答者の状況が把握できておらず、実際の就業者数がさらに
多い可能性がある。



▍逗子市テレワークスキルアップセミナー

【 概要 】

テレワークスキルアップセミナーの開催後、キャリアコンサルティングや先輩
ワーカーとの面談を実施した。
また、就労に向けた相談等のオンラインサポートを実施した。

○ セミナー内容
｜第１回｜自分らしく働くロールモデルによる講演会・働き方を考える

     ワークショップ
｜第２回｜デジタルマーケティング講座 –基礎編-
｜第３回｜デジタルマーケティング講座 –応用編-
｜第４回｜生成AIの基礎と活用方法講座
｜第５回｜生成AIを活用したデジタルマーケティングお仕事体験
｜第６回｜具体的な就業に向けたアクションプラン・振り返りワーク

○ キャリアコンサルティング
  ・キャリアの棚卸し
  ・応募書類（履歴書・職務経歴書）の作成アドバイス
  ・オンライン面接を受けるにあたってのトレーニング

○ 先輩ワーカーとの面談
  ・どうやって仕事を探したか
・実際の仕事内容
・テレワークのメリット/デメリット

事業の概要
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